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(57)【要約】
【課題】内視鏡洗浄消毒装置の挿入部から、リミットス
イッチを破損することなく容易に抜去することができる
こと。
【解決手段】薬液を貯留し、天面１０２ｕ、天面１０２
ｕに対向する底面１０２ｔ、天面１０２ｕおよび底面１
０２ｔをつなぐ側面１０２ａｓ、天面１０２ｕおよび底
面１０２ｔをつなぎ側面１０２ａｓに対向する側面１０
２ａｔを含む貯留部１０２ａと、天面１０２ｕに設けら
れ、中心が天面１０２ｕの中央よりも側面１０２ａｔ側
に配置される開口部と、側面１０２ａｓに形成された凹
部１０３と、凹部１０３の天面側の面に形成された天面
側に傾く傾斜面１０２ｕｋと、を具備し、凹部１０３は
、側面１０２ａｓに対して着脱自在なアダプタ１５０に
設けられている。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡洗浄消毒装置に薬液を供給する内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルであって、
　前記薬液を貯留し、天面、前記天面に対向する底面、前記天面および前記底面をつなぐ
第１側面、前記天面および前記底面をつなぎ前記第１側面に対向する第２側面を含む貯留
部と、
　前記天面に設けられ、中心が前記天面の中央よりも前記第２側面側に配置される開口部
と、
　前記第１側面に形成された凹部と、
　前記凹部の前記天面側の面に形成された前記天面側に傾く傾斜面と、
を具備し、
　前記凹部は、前記第１側面に対して着脱自在なアダプタに設けられていることを特徴と
する内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡洗浄消毒装置に薬液を供給する内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡洗浄消毒装置の挿入部に薬液ボトルを傾けて挿入してセットすると、薬液ボトル
における貯留部の天面に設けられた栓部は、挿入部の奥に位置する刃部によって破壊され
ることによって開栓される。その結果、薬液ボトル内の薬液が、自重により管路を介して
内視鏡洗浄消毒装置の薬液タンク内に注入される。尚、薬液ボトル内には、例えば内視鏡
の消毒に用いる消毒液の濃縮液や、消毒液の緩衝液が注入されている。
【０００３】
　この薬液ボトルのセットにおいて、特許文献１では、挿入部に設けられた２つのレバー
式のリミットスイッチにおいて、第１のリミットスイッチが、挿入部への薬液ボトルの挿
入後、刃部が栓部に刺さる直前の薬液ボトルの位置を検知するとともに、第２のリミット
スイッチが、薬液ボトルの栓部を刃部が開栓する薬液ボトルの挿入完了位置を検知する内
視鏡洗浄消毒装置の構成が開示されている。　
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－１２１８３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に開示された内視鏡洗浄消毒装置においては、薬液ボトルの側面に、レバー
式のリミットスイッチの腕部の先端に設けられた当接部が当接され、当接部が薬液ボトル
に押圧されることにより、リミットスイッチのスイッチ状態をＯＦＦからＯＮに切り替え
る構成を有している。
【０００６】
　ここで、薬液ボトルの側面に凹部を設け、凹部にリミットスイッチの当接部が嵌入され
ることにより、当接部を薬液ボトルから非押圧状態とすることによって、スイッチ状態を
ＯＮからＯＦＦに切り替えることにより薬液ボトルの位置検知を行う構成も考えられる。
例えば、リミットスイッチの当接部が凹部に嵌入されることにより、上述した薬液ボトル
の挿入完了位置を検知する構成も考えられる。
【０００７】
　しかしながら、単にボトルに凹部を設けるだけでは、ボトル側面のうち凹部を設けた側
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面がたわんでしまい、リミットスイッチと上手く噛み合わない虞もある。この構成におい
ては、薬液ボトルから薬液タンクへの薬液の注入完了後、内視鏡洗浄消毒装置の挿入部か
ら薬液ボトルを抜去する際、リミットスイッチの当接部が凹部、言い換えれば凸部の出っ
張った面に引っ掛かってしまい、薬液ボトルが抜去し難いといった問題がある。さらに、
リミットスイッチの当接部が凹部（凸部の出っ張り面）に引っ掛かった状態で無理に抜去
しようとするとリミットスイッチの腕部が破損してしまう場合があると推測される。
【０００８】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、内視鏡洗浄消毒装置の挿入部から
、リミットスイッチを破損することなく容易に抜去することができる構成を有する内視鏡
洗浄消毒装置用薬液ボトルを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様における内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルは、内視鏡洗浄消毒装置に薬
液を供給する内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルであって、前記薬液を貯留し、天面、前記
天面に対向する底面、前記天面および前記底面をつなぐ第１側面、前記天面および前記底
面をつなぎ前記第１側面に対向する第２側面を含む貯留部と、前記天面に設けられ、中心
が前記天面の中央よりも前記第２側面側に配置される開口部と、前記第１側面に形成され
た凹部と、前記凹部の前記天面側の面に形成された前記天面側に傾く傾斜面と、を具備し
、前記凹部は、前記第１側面に対して着脱自在なアダプタに設けられていることを特徴と
する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルによれば、内視鏡洗浄消毒装置の挿入部から
、リミットスイッチを破損することなく容易に抜去することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルを示す平面図
【図２】図１の薬液ボトルのクチバシ部を、図１中のII方向からみた拡大平面図
【図３】図１の内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルが挿入される挿入部を具備する内視鏡洗
浄消毒装置における薬液タンクへの薬液の注入構成の概略を示す図
【図４】図３中の一点鎖線IVで囲んだ部位を拡大して示す図
【図５】図３のリミットスイッチの当接部が内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルに当接する
ことにより押圧されて、リミットスイッチのスイッチ状態がＯＮになった状態を概略的に
示す図
【図６】図１の内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルに形成される凹部の代わりに切り欠きを
形成した変形例を示す図
【図７】図１の凸部の底面側の面を、曲面に形成した変形例を示す図
【図８】図１の凸部の底面側の面を、階段状の面に形成した変形例を示す図
【図９】図１の凹部が、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルの貯留部の側面の変形部が非可
逆的または可逆的に変形された後に形成される変形例を示す図
【図１０】図１の凸部が、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルの底面側から天面側に非可逆
的に変形するまたは破壊する部材から構成された変形例を示す図
【図１１】図１の内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルの貯留部の側面に形成される凸部及び
凹部が、側面に対して着脱自在なアダプタに設けられている変形例を示す図
【図１２】内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルの貯留部の側面に形成される凸部の底面側の
面に対してアダプタが着脱自在な変形例を示す図
【図１３】図１の内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルの貯留部の側面に形成される図８の凸
部及び凹部が、側面に対して着脱自在なアダプタに設けられている変形例を示す図
【図１４】図１の内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルの貯留部の側面に形成される図１０の
凸部及び凹部が、側面に対して着脱自在なアダプタに設けられている変形例を示す図
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【図１５】内視鏡洗浄消毒装置の挿入部に内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルが挿入され始
めた状態を概略的に示す図
【図１６】図１５の挿入部に設けられた第１のリミットスイッチが、内視鏡洗浄消毒装置
用薬液ボトルを検知した状態を概略的に示す図
【図１７】図１５の挿入部に設けられた第２のリミットスイッチが、内視鏡洗浄消毒装置
用薬液ボトルを検知した状態を概略的に示す図
【図１８】図１７の状態から内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルを抜去した際、凸部に接続
された接続部が第１のリミットスイッチのガイド板によって破壊された状態を概略的に示
す図
【図１９】内視鏡洗浄消毒装置の外観の一例を示す斜視図
【図２０】内視鏡洗浄消毒装置の内部構成の一例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。尚、図面は模式的なものであり
、各部材の厚みと幅との関係、それぞれの部材の厚みの比率などは現実のものとは異なる
ことに留意すべきであり、図面の相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分
が含まれていることは勿論である。
【００１３】
　（第１実施の形態）　
　図１は、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルを示す平面図、図２は、図１の薬液ボトルの
クチバシ部を、図１中のII方向からみた拡大平面図、図３は、図１の内視鏡洗浄消毒装置
用薬液ボトルが挿入される挿入部を具備する内視鏡洗浄消毒装置における薬液タンクへの
薬液の注入構成の概略を示す図である。
【００１４】
　また、図４は、図３中の一点鎖線IVで囲んだ部位を拡大して示す図、図５は、図３のリ
ミットスイッチの当接部が内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルに当接することにより押圧さ
れて、リミットスイッチのスイッチ状態がＯＮになった状態を概略的に示す図である。
【００１５】
　図１に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１（図３参照）に、薬液を供給する内視鏡洗浄
消毒装置用薬液ボトル１００は、例えば２つの薬液ボトル１０１、１０２から構成されて
いる。
【００１６】
　薬液ボトル１０１と薬液ボトル１０２とは、帯状部材１０４によって、各薬液ボトル１
０１、１０２の底面１０１ｔ、１０２ｔと天面１０１ｕ、１０２ｕとの位置が一致するよ
う一体的に構成されている。よって、内視鏡洗浄消毒装置１の挿入部８０（いずれも図３
参照）に対しては、薬液ボトル１０１、１０２は一体的に挿入される。
【００１７】
　尚、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００は、当然、１つのボトルや、３つ以上のボ
トルから構成されていても構わない。
【００１８】
　薬液ボトル１０１は、薬液が貯留される貯留部１０１ａと、該貯留部１０１ａの天面１
０１ｕに設けられた開口部１０１ｐ（図２参照）と、開口部１０１ｐに設けられた、内視
鏡洗浄消毒装置の図示しない刃部によって破壊可能な栓部１０５と、貯留部１０１ａの天
面１０１ｕにおいて栓部１０５の外周を囲むとともに天面１０１ｕから突出して設けられ
た筒状のクチバシ部１０１ｂとを具備して主要部が構成されている。
【００１９】
　尚、貯留部１０１ａ内には、例えば消毒液の濃縮液が貯留されている。尚、消毒液の一
例としては、過酢酸等が挙げられる。また、開口部１０１ｐの径は、後述する挿入部８０
（図３参照）に挿入後、貯留部１０１ａに貯留された薬液が自重によって排出される径に
設定されている。



(5) JP 2012-125586 A 2012.7.5

10

20

30

40

50

【００２０】
　さらに、開口部１０１ｐは、図３に示すように、連結方向Ｒに沿った開口部１０１ｐの
中心軸Ｃ１が、薬液ボトル１０１の中心軸Ｃ２よりも後述する側面１０１ａｓに対向する
側面１０１ａｔ（図示されず）側にずれて位置している。
【００２１】
　また、クチバシ部１０１ｂの突出端における外周縁部には、内視鏡洗浄消毒装置１の挿
入部８０に対して薬液ボトル１０１を挿入した際、後述する管路６２（図３参照）の内周
面部に弾性力を以て水密気密となるよう当接することにより、管路６２に対してクチバシ
部１０１ｂをシールするシール部１０７が設けられている。
【００２２】
　薬液ボトル１０２は、薬液が貯留される貯留部１０２ａと、該貯留部１０２ａの天面１
０２ｕに設けられた開口部１０２ｐ（図２参照）と、開口部１０２ｐに設けられた、上述
した刃部によって破壊可能な栓部１０５（図２参照）と、貯留部１０２ａの天面１０２ｕ
において栓部１０５の外周を囲むとともに天面１０２ｕから突出して設けられた筒状のク
チバシ部１０２ｂとを具備して主要部が構成されている。
【００２３】
　尚、貯留部１０２ａ内には、例えば消毒液の緩衝液が貯留されている。緩衝液は、内視
鏡への消毒液の浸透力を高める他、消毒液を長持ちさせる機能を有している。また、開口
部１０２ｐの径は、後述する挿入部８０（図３参照）に挿入後、貯留部１０２ａに貯留さ
れた薬液が自重によって排出される径に設定されている。
【００２４】
　さらに、開口部１０２ｐは、図３に示すように、連結方向Ｒに沿った開口部１０２ｐの
中心軸Ｃ１が、薬液ボトル１０１の中心軸Ｃ２よりも後述する側面１０２ａｓに対向する
他の側面１０２ａｔ側にずれて位置している。
【００２５】
　また、クチバシ部１０２ｂの突出端における外周縁部には、内視鏡洗浄消毒装置１の挿
入部８０に対して薬液ボトル１０２を挿入した際、後述する管路６２（図３参照）の内周
面部に弾性力を以て水密気密となるよう当接することにより、管路６２に対してクチバシ
部１０２ｂをシールするシール部１０７が設けられている。
【００２６】
　また、薬液ボトル１０２の貯留部１０２ａの天面１０２ｕと底面１０２ｔとを連結する
４つの側面の内、後述する挿入部８０（図３参照）に挿入された際、後述するリミットス
イッチ８１（図３参照）に対向する側の側面１０２ａｓに、凸部１１０と凹部１０３とが
設けられている。尚、凸部１１０は、側面１０２ａｓに凹部１０３が形成され、天面１０
２ｕと側面１０２ａｓとの間に連結方方向Ｒに沿って第１の長さＲ１に形成された、天面
１０２ｕと側面１０２ａｓとを連結する第１の傾斜面１０２ｕｋが形成されていることに
よって形成されている。
【００２７】
　凸部１１０は、側面１０２ａｓに対して、天面１０２ｕと底面１０２ｔとを連結する連
結方向Ｒにおいて、図４に示すように、第１の傾斜面１０２ｕｋにより、天面１０２ｕか
ら第１の長さＲ１だけ離れた位置において、連結方向Ｒに、第２の長さＲ２となるよう設
けられている。尚、凸部の頂部１１０ｃは、側面１０２ａｓの一部を構成している。
【００２８】
　また、図１、図４に示すように、凹部１０３は、連結方向Ｒにおいて、底面１０３ｔと
、第２の傾斜面である天面１０２ｕ側の面１０３ｓと、底面１０２ｔ側の面１０３ｖとを
具備しており、連結方向Ｒにおいて、凸部１１０よりも底面１０２ｔ側に設けられている
。
【００２９】
　また、図４に示すように、第２の傾斜面である凸部１１０の底面１０２ｔ側の面１１０
ｓ、言い換えれば、凹部１０３の天面１０２ｕ側の面１０３ｓは、凸部１１０の頂部１１



(6) JP 2012-125586 A 2012.7.5

10

20

30

40

50

０ｃに向かって天面１０２ｕ側に傾いて形成されている。
【００３０】
　具体的には、図４に示すように、面１１０ｓ（１０３ｓ）は、凹部１０３の底面１０３
ｔとのなす角度θが、鈍角となるように、凸部１１０の頂部１１０ｃに向かって天面１０
２ｕ側に傾く直線状の面に形成されている。
【００３１】
　また、凸部１１０及び凹部１０３は、側面１０２ａｓにおいて、貯留部１０２ａ及び開
口部１０２ｐの連結方向Ｒに沿った中心軸Ｃ１、Ｃ２よりも、側面１０２ａｓと連続する
他の側面１０２ａｒ側にずれて位置している。もしくは、中心軸Ｃ１、Ｃ２をはさんで反
対側にずれて位置していてもよい。
【００３２】
　尚、凸部１１０及び凹部１０３は、薬液ボトル１０１の貯留部１０１ａの天面１０１ｕ
と底面１０１ｔとを連結する４つの側面の内、後述する挿入部８０（図３参照）に挿入さ
れた際、後述するリミットスイッチ８１（図３参照）に対向する側の側面１０１ａｓに設
けられていても構わない。この場合、リミットスイッチ８１は、薬液ボトル１０１に当接
する構成となる。
【００３３】
　また、薬液ボトル１０１と薬液ボトル１０２とは、薬液ボトル１０２に凸部１１０及び
凹部１０３が形成されている以外は、同じ大きさ、同じ形状に形成されている。勿論、薬
液ボトル１０１に対して薬液ボトル１０２が違う形状、大きさに形成されていても構わな
い。
【００３４】
　さらに、薬液ボトル１０２の形状は、凸部１１０及び凹部１０３が形成されている以外
は、従来の薬液ボトルの形状と同じであってもよい。また、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボ
トル１００が複数から構成されている場合は、いずれか１つの貯留部の側面に凸部１１０
及び凹部１０３が設けられていてもよいし、複数のボトルに設けられていても良い。
【００３５】
　尚、過酢酸などの揮発性のある薬剤を貯留する場合には図２に示すように、栓部１０５
に、孔部１０５ｈを形成し蒸気抜きができるようにしてもよい。
【００３６】
　このように構成された内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００は、図３に示す内視鏡洗
浄消毒装置１の挿入部８０に挿入される。
【００３７】
　図３に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１は、内部に薬液タンク５８を有している。ま
た、薬液タンク５８よりも上方位置に、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００が天面側
から挿入可能な挿入部８０が設けられている。
【００３８】
　尚、挿入部８０に対しては、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００を、内視鏡洗浄消
毒装置１に対して引き出し自在な図示しないカセットトレーを用いて挿入可能な構成であ
っても構わない。
【００３９】
　挿入部８０は、一端に、内視鏡洗浄消毒装置１におけるユーザが近接する前面の外表面
に開口する挿入口８０ｓを有しているとともに、他端に、挿入部８０と薬液タンク５８と
を連通する管路６２が接続されている。
【００４０】
　尚、挿入部８０は、該挿入部８０に挿入された内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００
内の薬液を、管路６２を介して薬液タンク５８に自重により注入できるよう、一端側から
他端側に向かって下方に傾いて設けられている。
【００４１】
　また、挿入部８０の他端側の内部には、挿入部８０に挿入された内視鏡洗浄消毒装置用
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薬液ボトル１００の上述した栓部１０５を開栓する図示しない刃部が設けられている。
【００４２】
　さらに、挿入部８０の上面には、レバー式のリミットスイッチ８１が設けられている。
リミットスイッチ８１は、腕部８１ａと、該腕部８１ａの先端に設けられた当接部８１ｂ
を有している。
【００４３】
　尚、リミットスイッチは、複数から構成されていても構わないが、１つから構成されて
いると、構造が単純になり、内視鏡洗浄消毒装置１のコスト低減を図ることができる。
【００４４】
　また、リミットスイッチ８１は、当接部８１ｂが薬液ボトル１０２の貯留部１０２ａの
外表面に当接すると、押圧されてスイッチ状態が、ＯＦＦからＯＮに変化するよう構成さ
れており、スイッチ状態の変化を、制御部７０（図３参照）に送信する機能を有している
。
【００４５】
　即ち、リミットスイッチ８１は、当接部８１ｂが当接により押圧されると、スイッチ状
態がＯＮになり、当接部８１ｂの押圧が終わると、スイッチ状態がＯＦＦになるスイッチ
から構成されており、スイッチ状態の変化を、制御部７０に送信することにより、内視鏡
洗浄消毒装置用薬液ボトル１００の位置を検知する機能を有している。
【００４６】
　ただし、押圧されている時にＯＦＦとなり押圧が終わるとＯＮとなるリミットスイッチ
や、押圧されている時と押圧が終わった時とで電流値が異なるリミットスイッチを用いる
こともできる。
【００４７】
　また、リミットスイッチ８１は、挿入部８０の上面において、リミットスイッチ８１の
当接部８１ｂが、薬液ボトル１０２の貯留部１０２ａの側面１０２ａｓに形成された凸部
１１０に当接可能な位置に設けられている。
【００４８】
　リミットスイッチ８１は、挿入部８０に内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００が挿入
されていない場合や、挿入口８０ｓを介して挿入部８０に内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボト
ル１００が挿入された直後は、いずれもスイッチ状態はＯＦＦとなっている。
【００４９】
　また、リミットスイッチ８１は、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００が、上述した
挿入部８０に設けられた刃部が栓部１０５に刺さる直前まで挿入されると、図５に示すよ
うに、当接部８１ｂが凸部１１０に当接して押圧されることにより、スイッチ状態は、Ｏ
ＦＦからＯＮに変化する。
【００５０】
　即ち、リミットスイッチ８１は、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００の刃部が栓部
１０５に刺さる直前位置を検知する。尚、検知結果は、制御部７０に送信される。
【００５１】
　また、直前位置においては、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００を構成する各薬液
ボトル１０１、１０２のクチバシ部１０１ｂ、１０２ｂの突出端に設けられた各シール部
１０７は、管路６２の内周面に対して弾性力を以て水密気密に当接する。
【００５２】
　さらに、直前位置においては、リミットスイッチ８１のスイッチ状態がＯＮに変化後、
後述するロック部８３によって、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００の連結方向Ｒに
おける抜去方向への動きがロックされる。
【００５３】
　リミットスイッチ８１は、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００が、連結方向Ｒにお
いて図５よりも前方に挿入され、栓部１０５に上述した刃部が所定量刺さることにより栓
部１０５が開栓される薬液ボトルの挿入完了位置まで移動されると、図４に示すように、
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当接部８１ｂが、凸部１１０を乗り越えて、凹部１０３内に嵌入することにより、薬液ボ
トル１０２から当接部８１ｂへの押圧が終わることから、スイッチ状態は、ＯＮからＯＦ
Ｆに変化する。
【００５４】
　言い換えれば、凸部１１０を、リミットスイッチ８１の当接部８１ｂが、天面１０２ｕ
側から底面１０２ｔ側に乗り越えた際、リミットスイッチ８１のスイッチ状態はＯＮから
ＯＦＦに変化する。
【００５５】
　その結果、リミットスイッチ８１は、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００の挿入完
了位置を検知する。尚、検知結果は、制御部７０に送信される。
【００５６】
　また、以上から、上述した凸部１１０の連結方向Ｒの第２の長さＲ２（図４参照）は、
挿入部８０内における内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００の上述した直前位置から　
挿入完了位置までの移動距離に等しくなるよう設定されている。または、内視鏡洗浄消毒
装置用薬液ボトル１００の第２の長さＲ２に合わせてリミットスイッチ８１の位置が設定
されている。
【００５７】
　また、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００からの薬液の注入後、挿入部８０から内
視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００を抜去すると、リミットスイッチ８１の当接部８１
ｂは、凸部１１０に当接した状態で、凸部１１０を面１１０ｓ（１０３ｓ）、頂部１１０
ｃを伝って底面１０２ｔ側から天面１０２ｕ側に乗り越えることにより、凸部１１０によ
って押圧されているときは、スイッチ状態がＯＦＦからＯＮに変化し、凸部１１０を乗り
越えた後は、スイッチ状態がＯＮからＯＦＦに変化する。
【００５８】
　内視鏡洗浄消毒装置１は、挿入部８０に対して内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００
が上述した図５に示す刃部が栓部１０５に刺さる直前位置まで挿入された後、内視鏡洗浄
消毒装置用薬液ボトル１００の挿入部８０に対する抜去方向への動きを抑制する既知のロ
ックアームを用いたロック部８３を有している。尚、ロック部８３によりロックされても
、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００は、挿入方向の前方には移動できる構成となっ
ている。
【００５９】
　薬液タンク５８内に、該薬液タンク５８内に貯留される薬液の液量を段階的に検知する
複数のレベルセンサ５８ａ～５８ｄが設けられている。尚、各レベルセンサ５８ａ～５８
ｄからの薬液の液量の検知情報は、内視鏡洗浄消毒装置１内に設けられた制御部７０に伝
送されるようになっている。
【００６０】
　また、薬液タンク５８には、上述した洗浄消毒槽４内の薬液を薬液タンク５８に回収す
る際用いられる薬液回収管路６１の端部が接続されているとともに、洗浄消毒槽４に薬液
タンク５８から薬液を供給する際用いられる薬液管路６４の端部が接続されている。尚、
薬液管路６４には、薬液ポンプ６５が介装されている。
【００６１】
　このように、本実施の形態においては、薬液ボトル１０２の貯留部１０２ａの側面１０
２ａｓに形成された凸部１１０の底面１０２ｔ側の面１１０ｓ、言い換えれば、凹部１０
３の天面１０２ｕ側の面１０３ｓは、凹部１０３の底面１０３ｔとのなす角度θが、鈍角
となるように、凸部１１０の頂部１１０ｃに向かって天面１０２ｕ側に傾いて形成されて
いると示した。
【００６２】
　このことによれば、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００から、薬液タンク５８への
薬液の注入完了後、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００を抜去する際、面１１０ｓ（
１０３ｓ）が底面１０３ｔに対して垂直な面に形成されていると、リミットスイッチ８１
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の当接部８１ｂが面１０３ｓに引っ掛かってしまい、無理に抜去しようとするとリミット
スイッチ８１の腕部８１ａが破損してしまう場合があったが、本実施の形態の構成によれ
ば、面１１０ｓ（１０３ｓ）は、凸部１１０の頂部１１０ｃに向かって天面１０２ｕ側に
傾いて形成されていることから、面１１０ｓ（１０３ｓ）に、当接部８１ｂが引っ掛かっ
てしまうことがない。
【００６３】
　また、本実施の形態においては、凸部１１０及び凹部１０３は、薬液ボトル１０２の貯
留部１０２ａの側面１０２ａｓにおいて、貯留部１０２ａ及び開口部１０２ｐの連結方向
Ｒに沿った中心軸Ｃ１、Ｃ２よりも、側面１０２ａｓと連続する他の側面１０２ａｒ側に
ずれて位置していると示した。
【００６４】
　このことによれば、貯留部１０２ａの凹部を設けた側面の強度を向上させることができ
る。
【００６５】
　よって、内視鏡洗浄消毒装置１の挿入部８０から、リミットスイッチ８１を破損するこ
となく容易に抜去することができる構成を有する内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００
を提供することができる。
【００６６】
　尚、以下、変形例を、図６を用いて示す。図６は、図１の内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボ
トルに形成される凹部の代わりに切り欠きを形成した変形例を示す図である。
【００６７】
　上述した本実施の形態においては、薬液ボトル１０２の貯留部１０２ａの側面１０２ａ
ｓにおいて、凹部１０３が形成されていることにより、凸部１１０が形成されると示した
が、これに限らず、図６に示すように、側面１０２ａｓを、凸部１１０を除いて切り欠い
た切り欠き１０３によって、凸部１１０が形成されていても構わないということは勿論で
ある。
【００６８】
　また、以下、別の変形例を、図７を用いて示す。図７は、図１の凸部の底面側の面を、
曲面に形成した変形例を示す図、図８は、図１の凸部の底面側の面を、階段状の面に形成
した変形例を示す図である。
【００６９】
　上述した本実施の形態においては、凸部１１０の底面１０２ｔ側の面１１０ｓ、言い換
えれば、凹部１０３の天面１０２ｕ側の面１０３ｓは、凹部１０３の底面１０３ｔとのな
す角度θが鈍角となるように、凸部１１０の頂部１１０ｃに向かって天面１０２ｕ側に傾
いて形成されているとし、図４に示すように面１１０ｓ（１０３ｓ）は、直線状の面に形
成されていると示した。
【００７０】
　これに限らず、図７に示すように、面１１０ｓ（１０３ｓ）は、凸部１１０の頂部１１
０ｃに向かって天面１０２ｕ側に傾いて形成されていれば、直線状の面に限らず、曲面に
形成されていても構わないし、図８に示すように、階段状に形成されていても構わない。
【００７１】
　このことによれば、面１１０ｓ（１０３ｓ）が曲面や階段状の面に形成されていたとし
ても、挿入部８０から内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００を抜去する際、リミットス
イッチ８１の当接部８１ｂが面１１０ｓ（１０３ｓ）に引っ掛かってしまうことがないこ
とから、本実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【００７２】
　尚、面１１０ｓ（１０３ｓ）の形状は、上述した形状に限らず、リミットスイッチ８１
の当接部８１ｂが引っ掛からない面であれば、どのような面であっても構わないことは勿
論である。
【００７３】
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　さらに、別の変形例を、図９を用いて示す。図９は、図１の凹部が、内視鏡洗浄消毒装
置用薬液ボトルの貯留部の側面の変形部が非可逆的または可逆的に変形された後に形成さ
れる変形例を示す図である。
【００７４】
　図９に示すように、薬液ボトル１０２の貯留部１０２ａの側面１０２ａｓにおいて、一
部に変形部１１５を設け、該変形部１１５が、リミットスイッチ８１の当接部８１ｂと接
触することによって非可逆的または可逆的に変形されることにより、凹部１０３が形成さ
れる、即ち、凹部１０３の形成後、第２の傾斜面である面１１０ｓ（１０３ｓ）が形成さ
れる構成であっても構わない。
【００７５】
　尚、変形部１１５は、側面１０２ａｓの他の部位と比較して機械的強度の弱い部材から
構成されている。具体的には、貯留部１０２ａの側面１０２ａｓの一部が、他の部位より
も貯留部１０２ａを構成する部材の厚みが薄くなっていることにより非可逆的に変形され
る薄肉部や、ゴム等の可逆的に変形可能な部材や、貯留部１０２ａとは異なる非可逆的に
変形可能な部材等から構成されている。
【００７６】
　また、以下、別の変形例を、図１０を用いて示す。図１０は、図１の凸部が、内視鏡洗
浄消毒装置用薬液ボトルの底面側から天面側に非可逆的に変形するまたは破壊する部材か
ら構成された変形例を示す図である。
【００７７】
　図１０に示すように、貯留部１０２ａの側面１０２ａｓに形成される凸部１１０は、薬
液ボトル１０２の底面１０２ｔ側から天面１０２ｕ側に非可逆的に変形するまたは破壊す
る部材から構成されていても構わない。
【００７８】
　このことによれば、挿入部８０から内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００を抜去する
際、リミットスイッチ８１の当接部８１ｂが面１１０ｓ（１０３ｓ）に引っ掛かると、凸
部１１０は変形または破壊されるため、面１１０ｓ（１０３ｓ）に引っ掛かってしまうこ
とがないことから、本実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【００７９】
　尚、以下、変形例を、図１１～図１４を用いて示す。図１１は、図１の内視鏡洗浄消毒
装置用薬液ボトルの貯留部の側面に形成される凸部及び凹部が、側面に対して着脱自在な
アダプタに設けられている変形例を示す図、図１２は、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル
の貯留部の側面に形成される凸部の底面側の面に対してアダプタが着脱自在な変形例を示
す図である。
【００８０】
　また、図１３は、図１の内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルの貯留部の側面に形成される
図８の凸部及び凹部が、側面に対して着脱自在なアダプタに設けられている変形例を示す
図である。
【００８１】
　さらに、図１４は、図１の内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルの貯留部の側面に形成され
る図１０の凸部及び凹部が、側面に対して着脱自在なアダプタに設けられている変形例を
示す図である。
【００８２】
　上述した本実施の形態においては、凸部１１０及び凹部１０３は、薬液ボトル１０２の
貯留部１０２ａの側面１０２ａｓに形成されていると示した。これに限らず、側面１０２
ａｓ自体に凸部１１０及び凹部１０３を設けずに、図１１に示すように、凸部１１０及び
凹部１０３が形成されたアダプタ１５０が、側面１０２ａｓに対して着脱自在なことによ
り、アダプタ１５０の装着後、凸部１１０及び凹部１０３が側面１０２ａｓに設けられる
構成であっても構わない。
【００８３】
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　また、アダプタ１５０は、凸部１１０及び凹部１０３を有するアダプタに限らず、例え
ば、図１２に示すように、凸部１１０の底面１０２ｔ側の面１１０ｓ（１０３ｓ）が、凹
部１０３の底面１３０ｔに対して垂直に形成されている場合に、面１１０ｓ（１０３ｓ）
に対して着脱自在な曲面１５０ｓを有するアダプタであっても構わない。
【００８４】
　この図１２に示す構成によれば、凸部の面１１０ｓ（１０３ｓ）が底面１３０ｔに対し
て垂直に形成されている場合であっても、面１１０ｓ（１０３ｓ）にアダプタ１５０を装
着するのみで、面１１０ｓ（１０３ｓ）に曲面１５０ｓを設けることができることから、
上述した本実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【００８５】
　尚、面１１０ｓ（１０３ｓ）に対して着脱自在なアダプタは、曲面１５０ｓに限らず、
頂部１５０ｃ側に傾く傾斜面や階段状の面等、リミットスイッチ８１の当接部８１ｂが引
っ掛からない面であれば、どのような形状の面であっても構わない。
【００８６】
　さらに、図１３に示すように、アダプタ１５０は、上述した図８に示したような凸部１
１０の底面１０２ｔ側の面１１０ｓ（１０３ｓ）が階段状の面に形成されたアダプタであ
っても構わない。また、図１４に示すように、上述した図１０に示したような凸部１１０
が薬液ボトル１０２の底面１０２ｔ側から天面１０２ｕ側に非可逆的に変形するまたは破
壊するよう構成されているアダプタであっても構わない。
【００８７】
　尚、アダプタ１５０の面１１０ｓ（１０３ｓ）の形状も、上述したものに限らず、リミ
ットスイッチ８１の当接部８１ｂが引っ掛からない面であれば、どのような形状の面であ
っても構わないことは勿論である。
【００８８】
（第２実施の形態）
　図１５は、内視鏡洗浄消毒装置の挿入部に内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルが挿入され
始めた状態を概略的に示す図、図１６は、図１５の挿入部に設けられた第１のリミットス
イッチが、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルを検知した状態を概略的に示す図である。
【００８９】
　また、図１７は、図１５の挿入部に設けられた第２のリミットスイッチが、内視鏡洗浄
消毒装置用薬液ボトルを検知した状態を概略的に示す図、図１８は、図１７の状態から内
視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルを抜去した際、凸部に接続された接続部が第１のリミット
スイッチのガイド板によって破壊された状態を概略的に示す図である。
【００９０】
　この第２実施の形態の内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルの構成は、上述した図１～図５
に示した第１実施の形態の内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルと比して、凸部が薬液ボトル
に対して接続部を介して接続されている点が異なる。よって、この相違点のみを説明し、
第１実施の形態と同様の構成には同じ符号を付し、その説明は省略する。
【００９１】
　尚、本実施の形態においては、内視鏡洗浄消毒装置１の挿入部８０に設けられるリミッ
トスイッチは、２つのリミットスイッチから構成されている場合を例に挙げて説明する。
また、図１５～図１８においては、図面を簡略化するため、挿入部８０が水平な図となっ
ているが、実際は、挿入部８０は、第１実施の形態と同様に、挿入口８０ｓから管路６２
側に傾いている。
【００９２】
　図１５に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１の挿入部８０の上面に、第１のリミットス
イッチ１８１と、第２のリミットスイッチ１８２との２つのリミットスイッチが設けられ
ている。
【００９３】
　第１のリミットスイッチ１８１は、加圧バネ１９２によって挿入部８０内に押圧された
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ガイド板１９１を有し、ガイド板１９１が押圧されると、該ガイド板１９１によって腕部
１８１ａの先端に設けられた当接部１８１ｂが押圧されることにより、スイッチ状態が変
化するように構成されている。
【００９４】
　第２のリミットスイッチ１８２は、腕部１８２ａと、当接部１８２ｂとを有しており、
当接部１８２ｂが押圧されると、スイッチ状態が変化するよう構成されている。
【００９５】
　このように、２つのリミットスイッチ１８１、１８２が設けられた挿入部８０には、内
視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００が挿入される。
【００９６】
　尚、本実施の形態における内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００は、第１実施の形態
と比して、薬液ボトル１０２の貯留部１０２ａの側面１０２ａｓに、凸部を構成する突起
部１９０が接続部１９９を介して設けられている点が異なる。
【００９７】
　尚、突起部１９０は、第１のリミットスイッチ１８１及び第２のリミットスイッチ１８
２によって検知される。また、突起部１９０は、貯留部１０２ａと一体的に設けられてい
ても構わないし、別体に設けられていても構わない。さらには、突起部１９０は、薬液ボ
トル１０１の貯留部１０１ａの側面１０１ａｓに設けられていても構わない。
【００９８】
　また、接続部１９９は、薬液ボトル１０２の底面１０２ｔ側から天面１０２ｕ側に向け
て非可逆的に破壊される部材から構成されている。尚、接続部１９９は、薬液ボトル１０
２の底面１０２ｔ側から天面１０２ｕ側に向けて非可逆的に変形される部材から構成され
ていても構わない。
【００９９】
　このように、突起部１９０が設けられた薬液ボトル１０２を、挿入部８０内に挿入して
いく場合、先ず、図１５に示すように、図示しない挿入口８０ｓを介して内視鏡洗浄消毒
装置用薬液ボトル１００を挿入する。
【０１００】
　その後、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００を図１５よりも刃部６９側に挿入して
いくと、図１６に示すように、突起部１９０が加圧バネ１９２の付勢力に抗してガイド板
１９１を押し上げる。
【０１０１】
　その結果、当接部１８１ｂが押圧され、リミットスイッチ１８１のスイッチ状態がＯＦ
ＦからＯＮに変化することから、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００が挿入過程であ
ることがリミットスイッチ１８１により検知される。
【０１０２】
　次いで、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００を図１６よりも刃部６９側に挿入して
いくと、図１７に示すように、刃部６９によって、各薬液ボトル１０１、１０２の栓部１
０５が開栓される挿入完了位置まで移動する。
【０１０３】
　この挿入完了位置においては、突起部１９０によって当接部１８２ｂが押圧されること
により、第２のリミットスイッチ１８２のスイッチ状態がＯＦＦからＯＮに変化すること
から、第２のリミットスイッチ１８２は、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００が挿入
完了位置にあることを検知する。
【０１０４】
　最後に、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００から薬液タンク５８への薬液の注入完
了後、挿入部８０から内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００は抜去されるが、この抜去
過程において、図１８に示すように、突起部１９０がガイド板１９１に引っ掛かることに
よって、接続部１９９が破壊される。その結果、突起部１９０は、薬液ボトル１０２のク
チバシ部１０２ｂ側に傾倒する。この際、突起部１９０が薬液ボトル１０２から分離して
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しまうことがない構成の方が、突起部１９０が内視鏡洗浄消毒装置１内に混入してしまう
ことがないため望ましい。
【０１０５】
　このように、本実施の形態においては、薬液ボトル１０２の貯留部１０２ａの側面１０
２ａｓに接続部１９９を介して設けられた突起部１９０は、挿入部８０から内視鏡洗浄消
毒装置用薬液ボトル１００を抜去する際、ガイド板１９１に引っ掛かることによって、接
続部１９９が破壊されることによりクチバシ部１０２ｂ側に倒れると示した。
【０１０６】
　このことによれば、挿入部８０から内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００を抜去する
際、突起部１９０が倒れた後は、容易に挿入部８０から内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル
１００を引き抜くことができることから、内視鏡洗浄消毒装置１の挿入部８０から、リミ
ットスイッチ１８１を破損することなく容易に抜去することができる構成を有する内視鏡
洗浄消毒装置用薬液ボトル１００を提供することができる。
【０１０７】
　また、突起部１９０が倒れた薬液ボトル１０２を、再度挿入部８０に挿入しても、第１
のリミットスイッチ１８１、第２のリミットスイッチ１８２は、倒れた突起部１９０によ
っては押圧されることがないため、ＯＮ状態になることはない。
【０１０８】
　尚、仮に、意図的に突起部１９０を起こした状態で挿入部８０に挿入したとしても、接
続部１９９が破壊されていることから、突起部１９０は、ガイド板１９１を押圧すること
なく、逆にガイド板１９１に押圧されてクチバシ部１０２側に再度倒れてしまうため、第
１のリミットスイッチ１８１は、ＯＮ状態になることがない。
【０１０９】
　このことから、一度使用して空になった薬液ボトルや、何らかの不具合で２剤の内、１
剤のみ残ってしまい使えなくなった薬液ボトル等を、間違って挿入部８０に挿入してしま
っても、内視鏡洗浄消毒装置１は、即座にエラー表示を行うことから、作業者は、間違っ
た薬液ボトルを挿入した旨を即座に認識することができる。また、間違った薬液ボトルを
挿入してしまったとしても、内視鏡洗浄消毒装置１を安全に停止させることができる。
【０１１０】
　尚、上述の実施例および変形例は適宜、組み合わせて用いることができる。例えば、図
６に示される凹部１０３と、図７に示される曲面とを一つのボトルに適用することもでき
る。別の例として、凸部１１０の代わりに突起部１９０を配置したボトルを図３に示され
る挿入部に適用することもできる。また、組合せとしてはこれらに限定されるものではな
い。
【０１１１】
　尚、以下、上述した第１及び第２の実施の形態の内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１０
０が挿入される挿入部８０を有する内視鏡洗浄消毒装置の構成の一例を、図１９、図２０
を用いて示す。図１９は、内視鏡洗浄消毒装置の外観の一例を示す斜視図、図２０は、内
視鏡洗浄消毒装置の内部構成の一例を示す図である。
【０１１２】
　図１９に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１は、装置本体２と、その上部に、例えば図
示しない蝶番を介して開閉自在に接続されたトップカバー３とにより主要部が構成されて
いる。
【０１１３】
　また、トップカバー３が、装置本体２に閉じられている状態では、装置本体２とトップ
カバー３とは、装置本体２及びトップカバー３の互いに対向する位置に配設された、例え
ばラッチ８により固定される構成となっている。
【０１１４】
　装置本体２の操作者が近接する、図１９中の前面であって、図１９中における左半部の
上部に、洗剤／アルコールトレー１１が、装置本体２の前方へ引き出し自在に配設されて
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いる。
【０１１５】
　洗剤／アルコールトレー１１には、内視鏡を洗浄する際に用いられる洗浄剤が貯留され
た洗剤タンク１１ａと、洗浄消毒後の内視鏡を乾燥する際に用いられるアルコールが貯留
されたアルコールタンク１１ｂとが収納されており、洗剤／アルコールトレー１１が引き
出し自在なことにより、各タンク１１ａ、１１ｂに、所定に液体が補充できるようになっ
ている。
【０１１６】
　尚、洗剤／アルコールトレー１１には、２つの窓部１１ｍが設けられており、該窓部１
１ｍにより、各タンク１１ａ、１１ｂに注入されている洗浄剤及びアルコールの残量が操
作者によって確認できるようになっている。この洗浄剤は、図示しない給水フィルタによ
り濾過処理がされた水道水により所定の濃度に希釈される濃縮洗剤である。
【０１１７】
　また、装置本体２の前面であって、図１９中における右半部の上部に、上述した挿入部
８０が設けられている。挿入部８０には、上述した薬液ボトル１０１、１０２が挿入可能
となっている。
【０１１８】
　さらに、装置本体２の前面であって、挿入部８０の上部に、洗浄消毒時間の表示や、消
毒液を加温するための指示釦等が配設されたサブ操作パネル１３が配設されている。
【０１１９】
　また、装置本体２の下部に、装置本体２の上部に閉じられているトップカバー３を、操
作者の踏み込み操作により、装置本体２の上方に開くためのペダルスイッチ１４が配設さ
れている。
【０１２０】
　また、装置本体２の上面において、例えば操作者が近接する前面側の端部寄りに、装置
本体２の洗浄、消毒動作スタートスイッチ、及び洗浄、消毒モード選択スイッチ等の設定
スイッチ類が配設されたメイン操作パネル２５が設けられている。
【０１２１】
　また、装置本体２の上面であって、操作者が近接する前面とは反対となる背面側に、装
置本体２に水道水を供給するための、水道蛇口に接続された給水ホース（いずれも図示さ
れず）が接続される給水ホース接続口３１が配設されている。尚、給水ホース接続口３１
に、水道水を濾過するメッシュフィルタが配設されていてもよい。
【０１２２】
　よって、図２０に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１は、給水ホース接続口３１に、給
水ホース３１ａの一端が接続され、この給水ホース３１ａの他端が外部の水道蛇口５に接
続されることにより、水道水が供給される構成を有している。
【０１２３】
　図２０に示すように、給水ホース接続口３１は、給水管路９の一端と連通している。こ
の給水管路９は、他端が三方電磁弁１０に接続されており、管路の中途において、給水ホ
ース接続口３１側から順に、給水電磁弁１５と、逆止弁１６と、給水フィルタ１７とが介
装されている。
【０１２４】
　尚、給水フィルタ１７は、定期的に交換できるように、カートリッジタイプの濾過フィ
ルタとして構成されている。給水フィルタ１７は、通過する水道水の異物、雑菌等を除去
する。
【０１２５】
　三方電磁弁１０は、流液管路１８の一端と接続されており、給水循環ノズル２４に対す
る給水管路９と流液管路１８との連通を内部の弁によって切り替える。つまり、給水循環
ノズル２４は、三方電磁弁１０の切り替え動作により、給水管路９と流液管路１８とのい
ずれか一方と連通する。また、流液管路１８の他端側には、液体のみを移送することがで
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きる、液体の移送能力に優れた非自吸式のポンプである流液ポンプ１９が介装されている
。
【０１２６】
　洗浄消毒槽４に配設された循環口５６は、循環管路２０の一端に接続されている。循環
管路２０の他端は、流液管路１８の他端及びチャンネル管路２１の一端と連通するように
、２つに分岐している。チャンネル管路２１の他端は、各送気送水／鉗子口用ポート３３
に連通している。また、図示しないが、チャンネル管路２１の他端は、図示しない鉗子起
上用ポートにも連通している。
【０１２７】
　チャンネル管路２１は、管路の中途において、一端側から順に、チャンネルポンプ２６
、チャンネルブロック２７、チャンネル電磁弁２８がそれぞれ介装されている。チャンネ
ルブロック２７とチャンネル電磁弁２８の間におけるチャンネル管路２１には、洗浄ケー
ス６と一端が接続しているケース用管路３０の他端が接続されている。このケース用管路
３０には、リリーフ弁３６が介装されている。尚、チャンネルポンプ２６は、液体と気体
とをどちらも、非自吸式ポンプよりも高圧で移送することができる自吸式のポンプから構
成されている。
【０１２８】
　洗剤ノズル２２は、洗浄剤管路３９の一端と接続されており、洗浄剤管路３９の他端は
、洗剤タンク１１ａに接続されている。この洗浄剤管路３９には、その中途に、洗浄剤を
洗剤タンク１１ａから洗浄消毒槽４まで持ち上げるため高圧の自吸式のポンプから構成さ
れた洗剤用ポンプ４０が介装されている。
【０１２９】
　アルコールタンク１１ｂは、アルコール管路４１の一端と接続されており、このアルコ
ール管路４１はチャンネル管路２１と所定に連通するように、チャンネルブロック２７に
接続されている。
【０１３０】
　このアルコール管路４１には、アルコールをアルコールタンク１１ｂから洗浄消毒槽４
まで持ち上げるため高圧の自吸式のポンプから構成されたアルコール供給ポンプ４２と、
電磁弁４３とが介装されている。
【０１３１】
　また、チャンネルブロック２７には、気体を移送することができる自吸式ポンプから構
成されたエアポンプ４５からの空気を供給するためのエア管路４４の一端が所定にチャン
ネル管路２１と連通するように接続されている。このエア管路４４は、他端が前記エアポ
ンプ４５に接続されており、エア管路４４の中途位置には、逆止弁４７と、定期的に交換
されるエアフィルタ４６とが介装されている。
【０１３２】
　洗浄消毒槽４の第１の排水口５５には、弁の切り替え動作により、外部へ洗浄液等を排
出したり、薬液タンク５８に消毒液を回収したりするための開閉自在な切替弁５７が配設
されている。
【０１３３】
　切替弁５７は、外部排水口へ接続される不図示の排水ホースと一端が接続されて連通す
る排水管路５９の他端と接続されており、この排水管路５９には、非自吸式のポンプから
構成された排水ポンプ６０が介装されている。また、切替弁５７は、薬液回収管路６１の
一端と接続され、この薬液回収管路６１の他端は薬液タンク５８に接続されている。
【０１３４】
　薬液タンク５８は、上述したように、内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル１００から薬液
、例えば消毒液が供給されるように、薬液供給管路６２の一端とも接続されている。この
薬液供給管路６２の他端は、カセットトレー１２に所定に接続されている。
【０１３５】
　また、薬液タンク５８内には、一端に吸引フィルタ６３が設けられた薬液管路６４の前
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記一端部分が所定に収容されている。この薬液管路６４は、他端が消毒液ノズル２３に接
続されており、中途位置に、消毒液を薬液タンク５８から洗浄消毒槽４まで持ち上げるた
め高圧の自吸式のポンプから構成された薬液ポンプ６５が介装されている。
【０１３６】
　尚、洗浄消毒槽４の底面の下部には、上述したように、例えば２つの超音波振動子５２
と、ヒータ５３とが配設されている。また、ヒータ５３の温度調節のため、洗浄消毒槽４
の底面の略中央には、温度検知センサ５３ａが設けられている。
【０１３７】
　このヒータ５３は、洗浄消毒槽４内に貯留され、装置内を循環する消毒液を所定の温度
に加温するためのものである。尚、消毒液には、その消毒効果が最も期待できる適正温度
がある。この適正温度である前記所定の温度までヒータ５３によって加温された消毒液は
、内視鏡及び装置本体２内の各管路を有効的に消毒することができる。
【０１３８】
　また、温度検知センサ５３ａは、洗浄消毒槽４内に貯留され、装置内を循環する消毒液
の液温を検知し、その検知結果を制御部７０へと伝達する。そして、制御部７０は、温度
検知センサ５３ａからの検知結果に基づいて、前記消毒液を前記所定の温度に保つように
、ヒータ５３を駆動、停止する制御を行う。
【０１３９】
　また、内視鏡洗浄消毒装置１の内部には、外部のＡＣコンセントから電力が供給される
電源７１と、この電源７１と電気的に接続される制御部７０が設けられている。この制御
部７０は、メイン操作パネル２５及びサブ操作パネル１３からの各種信号が供給され、上
述した各ポンプ、各電磁弁などを駆動制御する。
【０１４０】
　特に、制御部７０は、少なくとも給水管路９内に対して、循環管路２０、チャンネル管
路２１を介して、既知の水抜き、消毒、濯ぎを行うととともに、洗浄消毒槽４内の少なく
とも水道水と消毒液とのいずれかを、薬液回収管路６１を介して薬液タンク５８に回収す
るか排水管路５９を介して外部排水口から排水するかのいずれかを行う給水管路消毒プロ
グラムを備えており、該給水管路消毒プログラムに応じて、各弁及び各ポンプに対し既知
の駆動制御を行う。
【０１４１】
　また、制御部７０は、内視鏡洗浄消毒装置１内の全管路内を消毒する全管路消毒プログ
ラムや、ポート３３にチューブを介して接続された内視鏡の内視鏡管路を洗浄消毒する内
視鏡洗浄消毒プログラムも具備している。
【０１４２】
　本出願は、２０１０年１１月２４日に日本国に出願された特願２０１０－２６１０９０
号を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の内容は、本願明細書、請求の範
囲、図面に引用されたものである。
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